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1. 血圧計変更の経緯 

 

生物蓄積性の高い毒性物質である水銀ならびにその化合物から人間の身体と環境を守るため、

2013 年に「水銀に関する水俣条約」が採択され、2017 年に発効した。これにより我が国では 2021

年から水銀血圧計を含む水銀含有機器の製造と輸出入が禁止となった。また、2021 年以降も既存

の水銀血圧計の使用は制限されないが、メンテナンス自体が一層困難になると予想される。これ

より、日本高血圧学会では 2020 年までを移行期間と捉え、水銀血圧計の廃棄を推奨した。これ

を受け、令和元年(2019 年)の国民健康・栄養調査では、これまで用いられていた水銀血圧計の代

わりに、「電子圧力柱血圧計」（水銀レス血圧計）を用いた血圧測定が実施された。 

電子圧力柱血圧計の機種は、現行の水銀血圧計による聴診法との継続性、比較可能性、機器の

精度等の観点から、以下の 4 点をすべて満たすものを選定するものとして、各自治体に周知がな

された。 

  

①測定方式：聴診法であること 

②加圧方式：送気球による手動加圧であること 

③表示方式：バー表示であること 

④医療機器分類：管理医療機器又は特定保守管理医療機器に分類されていること 

  

結果として、上記の条件に合うものとして A＆D社の UM-102 または UM-101 が選択され使用され

た。UM-101 は UM-102 の旧型(筐体の素材等が異なる)であり、電子圧力柱等の血圧測定に関する

部分は同一であることから、両者の血圧計としての性能は同等である。 

  

2. 血圧計変更後の血圧値 

 

令和元年調査における収縮期血圧値は、前年の平成 30 年と比べ、男性で 2.7mmHg(年齢調整値

でも 2.7mmHg)、女性で 1.4mmHg(年齢調整値では 2.5mmHg)低下していた(資料 1)。また、収縮期血

圧値が 140mmHg 以上の者の割合も、前年と比べ、男性で 6.3%(年齢調整値では 5%)、女性で 1.1%(年

齢調整値では 1.7%)低下していた(資料 2)。これらの低下は、いずれもそれ以前と比べて大きかっ

た。 
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